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誠

干
宝
と
郭
璞
― 『
捜
神
記
』
所
収
郭
璞
記
事
を
め
ぐ
っ
て
―

干
宝
（
字
は
令
升
。
？
～
三
三
六
？
）
編
に
よ
る
六
朝
志
怪
の
代
表
作
『
捜
神
記
』
中
に
は
、
後
漢
・
三
国
以
前
の
記
事
だ
け
で
な

く
、
干
宝
自
身
が
生
き
た
西
晋
末
か
ら
東
晋
に
か
け
て
の
記
録
も
存
在
す
る
。
そ
の
う
ち
、
彼
と
直
接
交
流
が
あ
っ
た
人
物
と
し
て
郭

璞
（
字
は
景
純
。
二
七
六
～
三
二
四
）
の
記
事
が
数
則
確
認
さ
れ
る
。
郭
璞
は
『
穆
天
子
伝
』『
山
海
経
』
等
に
注
を
施
し
、
自
身
も

『
文
選
』
に
「
江
賦
」「
遊
仙
詩
」
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
晋
代
を
代
表
す
る
文
人
と
呼
べ
る
。
一
方
、
干
宝
は
『
捜
神
記
』
を
編
じ
な

が
ら
も
、『
晋
紀
』
お
よ
び
『
文
選
』
所
収
の
「
晋
紀
総
論
」
を
著
し
て
お
り
、
歴
史
を
記
録
す
る
と
い
う
意
識
の
も
と
そ
れ
ら
を
著
し

た
史
官
で
あ
っ
た
。
で
は
、
一
見
し
て
立
場
の
全
く
異
な
る
こ
の
二
人
の
間
に
は
如
何
な
る
共
通
点
が
存
在
す
る
の
か
。
ま
た
、『
捜
神

記
』
中
に
郭
璞
に
纏
わ
る
故
事
が
見
え
る
こ
と
は
、
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
。

本
稿
は
干
宝
と
郭
璞
と
の
交
流
や
周
囲
と
の
関
係
、
お
よ
び
こ
の
『
捜
神
記
』
中
に
あ
る
郭
璞
に
纏
わ
る
故
事
を
通
し
て
、
干
宝
、

郭
璞
を
は
じ
め
と
し
た
東
晋
初
期
の
史
書
編
纂
事
業
の
た
め
の
文
人
の
史
官
登
用
と
そ
の
影
響
、
及
び
『
捜
神
記
』
所
収
の
郭
璞
記
事

の
性
質
、
な
い
し
郭
璞
故
事
の
伝
播
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一　

郭
璞
の
経
歴
と
東
晋
初
年
の
史
書
編
纂
事
業

郭
璞
に
関
し
て
は
興
膳
宏
氏
を
初
め
多
く
の
先
行
研
究
が
存
在
す
る（
１
）。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
参
考
と
し
つ
つ
彼
の
経
歴
を
略
述
す
る
。

唐
修
『
晋
書
』（
以
下
、『
晋
書
』
と
称
す
）
巻
七
二
の
郭
璞
伝
に
拠
れ
ば
、
郭
璞
は
河
東
聞
喜
（
山
西
省
南
部
）
の
出
身
、
父
瑗
は
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尚
書
都
令
史
、
建
平
太
守
に
終
わ
っ
た
。
若
い
頃
よ
り
経
術
を
好
み
、
ま
た
詞
賦
に
も
優
れ
て
い
た
郭
璞
は
、
特
に
陰
陽
算
暦
に
よ
る

占
い
を
得
意
と
し
、
そ
の
手
腕
は
占
術
者
と
し
て
名
を
馳
せ
た
漢
の
京
房
、
三
国
魏
の
管
輅
を
凌
ぐ
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。『
晋
書
』

郭
璞
伝
の
前
半
、
彼
の
渡
江
以
前
の
記
述
に
お
い
て
も
、
郭
璞
が
占
術
を
披
露
す
る
記
事
が
幾
つ
か
見
え
る
。

八
王
の
乱
を
逃
れ
る
た
め
長
江
を
渡
っ
た
郭
璞
は
、
宣
城
太
守
で
あ
っ
た
殷
祐
に
召
さ
れ
て
参
軍
と
な
る
。
そ
の
後
王
導
幕
下
に
て

参
軍
を
つ
と
め
た
の
ち
、「
江
賦
」
が
世
間
の
評
判
を
得
、
さ
ら
に
「
南
郊
賦
」
が
元
帝
司
馬
睿
の
目
に
と
ま
り
、
郭
璞
は
著
作
佐
郎

（
或
い
は
佐
著
作
郎
と
も
）
の
任
に
就
く
こ
と
と
な
る
。
則
ち
、

璞
著
江
賦
、
其
辭
甚
偉
、
爲
世
所
稱
。
後
復
作
南
郊
賦
、
帝
見
而
嘉
之
、
以
爲
著
作
佐
郎
。

 
 

璞
「
江
賦
」
を
著
す
る
に
、
其
の
辞
甚
だ
偉
に
し
て
、
世
の
称
す
る
所
と
為
る
。
後  

復
た
「
南
郊
賦
」
を
作
り
、
帝
見
て
之
を

嘉
し
と
し
、
以
て
著
作
佐
郎
と
為
す
。

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
郭
璞
と
干
宝
は
、
恐
ら
く
こ
の
時
点
で
お
互
い
を
知
り
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
東
晋
初
年

の
元
帝
に
よ
る
著
作
郎
（
或
い
は
著
作
佐
郎
）
の
登
用
は
、
晋
史
の
編
修
と
い
う
東
晋
王
朝
の
重
要
な
事
業
の
た
め
で
あ
り
、
後
述
す

る
よ
う
に
干
宝
も
こ
の
前
後
、
王
導
の
推
挙
に
よ
り
同
じ
く
佐
著
作
郎
と
し
て
国
史
編
纂
の
任
に
就
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
国
史
編
纂
事
業
は
、『
晋
書
』
八
六
巻
（『
隋
書
』
経
籍
志
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。
現
在
は
散
佚
）
の
編
者
王
隠（
２
）や
、『
晋
陽
秋
』
三
二
巻

（
現
在
は
散
佚
）
を
著
し
た
孫
盛
等
が
参
加
し
て
お
り
、
後
世
種
々
の
史
書
が
編
纂
さ
れ
る
切
欠
と
な
る
重
要
な
一
局
面
な
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
国
史
編
纂
事
業
に
あ
っ
て
、
郭
璞
の
立
場
は
如
何
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。『
隋
書
』
経
籍
志
を
見
る
限
り
、
彼
が
干
宝

『
晋
紀
』、
王
隠
『
晋
書
』
等
の
紀
伝
体
、
編
年
体
と
目
さ
れ
る
史
書
を
編
ん
だ
と
い
う
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。『
晋
書
』
本
伝
に
お
い

て
も
、「
頃
之
、
遷
尚
書
郎
。
數
言
便
宜
、
多
所
匡
益
。
明
帝
之
在
東
宮
、
與
溫
嶠
、
庾
亮
並
有
布
井
之
好
。
︙
（
頃し
ば
ら之
く
し
て
、
尚
書

郎
に
遷
る
。
数
し
ば
便
宜
を
言
ひ
て
、
匤
益
す
る
所
多
し
。
明
帝
の
東
宮
に
在
る
や
、
温
嶠
、
庾
亮
と
並
び
に
布
井
の
好
み
あ
り
。
︙
）」

と
し
、
程
な
く
し
て
郭
璞
が
尚
書
郎
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
元
帝
の
長
子
司
馬
紹
（
明
帝
）
が
即
位
す
る
の
は
太
寧
元
年
（
三

二
二
年
）
三
月
の
事
で
あ
る
た
め
、
郭
璞
が
史
官
の
任
を
離
れ
る
ま
で
は
凡
そ
数
年
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
史
官
登
用
が

彼
に
と
っ
て
何
の
影
響
も
与
え
な
か
っ
た
と
も
想
定
で
き
な
い
。
則
ち
、
冒
頭
に
て
触
れ
た
よ
う
に
、
郭
璞
に
は
多
数
の
書
籍
へ
の
注

釈
が
存
在
す
る
が
、
う
ち
、『
穆
天
子
伝
』
は
西
晋
の
太
康
二
年
（
二
八
一
年
、『
晋
書
』
束
晢
伝
に
拠
る
）
に
出
土
し
た
所
謂
汲
冢
書



干
宝
と
郭
璞

33

で
あ
り
、
当
時
の
文
人
に
多
大
な
衝
撃
を
与
え
た
書
物
で
あ
る（
３
）。
そ
の
他
、
郭
璞
に
よ
る
注
釈
は
『
爾
雅
』『
山
海
経
』
を
は
じ
め
、『
楚

辞
』、
さ
ら
に
は
前
漢
・
司
馬
相
如
の
「
子
虚
賦
」「
上
林
賦
」
に
ま
で
お
よ
び（
４
）、
こ
れ
ら
大
量
の
書
籍
を
閲
覧
し
、
或
い
は
そ
れ
ら
に

注
を
附
す
に
は
、
あ
る
程
度
纏
ま
っ
た
量
の
蔵
書
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
郭
璞
が
国
史
編
纂
を
職
務
と

す
る
著
作
佐
郎
に
な
っ
て
は
じ
め
て
宮
中
の
図
書
を
閲
覧
出
来
た
こ
と
に
拠
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

尚
書
郎
に
遷
っ
た
後
の
郭
璞
は
、
母
の
喪
に
服
す
る
た
め
に
職
を
辞
し
た
が
、
後
に
王
敦
に
よ
っ
て
記
室
参
軍
と
な
り
、
そ
の
ま
ま

王
敦
の
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
殺
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。『
晋
書
』
に
は
こ
の
郭
璞
の
最
期
に
関
し
て
も
、
彼
の
占
術
に
関
す
る
記
述
が
記

さ
れ
て
い
る
。
生
来
彼
が
陰
陽
算
歴
に
長
け
る
事
を
起
点
と
し
て
、
同
書
で
は
陰
陽
算
術
に
よ
る
占
術
に
纏
わ
る
記
事
が
一
貫
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
が
、
郭
璞
が
大
量
の
注
釈
を
遺
し
た
と
い
う
学
術
的
側
面
に
つ
い
て
考
え
る
際
、
彼
が
東
晋
初
年
に
著
作
佐
郎
と
し
て

登
用
さ
れ
た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
重
要
な
要
素
と
な
る
の
で
あ
る
。

二　

干
宝
と
郭
璞
と
の
交
流

本
章
で
は
、
干
宝
と
郭
璞
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
併
せ
て
干
宝
の
経
歴
に
つ
い
て
も
少
し
触
れ
る
。『
晋
書
』
巻
八
二
、
干

宝
伝
に
拠
れ
ば
、
干
宝
も
ま
た
若
き
よ
り
学
問
に
優
れ
、
陰
陽
術
数
を
好
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
名
が
広
く
知
ら
れ
る
事
に
な
る
契

機
は
、
前
章
に
て
言
及
し
た
元
帝
に
よ
る
東
晋
王
朝
の
成
立
で
あ
る
。
即
ち
、
建
武
元
年
（
三
一
七
）
に
建
業
に
て
東
晋
王
朝
が
成
立

し
た
際
、
時
の
中
書
監
で
あ
っ
た
王
導
が
、
王
朝
再
建
の
た
め
に
ま
ず
史
官
を
登
用
す
べ
き
だ
と
上
疏
し
た
事
で
あ
る
。
則
ち
、

中
興
草
創
、
未
置
史
官
。
中
書
監
王
導
上
疏
曰
、
︙
︙
陛
下
聖
明
、
當
中
興
之
盛
、
宜
建
立
國
史
、
撰
集
帝
紀
、
上
敷
祖
宗
之
烈
、

下
紀
佐
命
之
勳
、  

務
以
實
錄
、
爲
後
代
之
準
、
厭
率
土
之
望
、
悅
人
神
之
心
、
斯
誠
雍
熙
之
至
美
、
王
者
之
弘
基
也
。
宜
備
史
官
、

敕
佐
著
作
郎
干
寶
等
漸
就
撰
集
。
元
帝
納
焉
。
寶
於
是
始
領
國
史
。

 
 

中
興
の
草
創
、
未
だ
史
官
を
置
か
ず
。
中
書
監
王
導
上
疏
し
て
曰
く
、
︙
︙
陛
下
は
聖
明
に
し
て
、
中
興
の
盛
ん
な
る
に
当
た

れ
り
。
宜
し
く
国
史
を
建
立
し
、
帝
紀
を
撰
集
し
、
上
は
祖
宗
の
烈
を
敷
き
、
下
は
佐
明
の
勲
を
紀
し
、
務
む
る
に
実
録
を
以

て
し
、
後
代
の
準
と
為
し
、
率
土
の
望
を
厭み

た
し
、
人
神
の
心
を
悦
ば
し
む
べ
し
。
斯
れ
誠
に
擁
煕
の
至
美
、
王
者
の
弘
基
な



中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
三
号

34

り
。
宜
し
く
史
官
を
備
へ
、
佐
著
作
郎
干
宝
等
に
敕
し
、
漸す
す

め
て
撰
集
に
就
か
し
む
べ
し
と
。
元
帝
焉
を
納
む
。
宝  

是
に
於
い

て
始
め
て
国
史
を
領
す
。

と
、
国
朝
再
興
に
は
ま
ず
「
国
史
」
を
編
纂
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
し
て
、
史
官
を
設
置
し
、
晋
史
の
編
纂
に
従
事
さ
せ
る
こ
と

を
説
い
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
干
宝
は
佐
著
作
郎
と
し
て
王
隠
ら
と
共
に
国
史
編
纂
の
任
に
就
い
た
の
で
あ
る（
５
）。

干
宝
と
郭
璞
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
折
に
同
僚
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
両
者
の
直
接
的
な
交
流
は
『
晋
書
』
郭
璞

伝
に
み
え
る
。
則
ち
、

︙
︙
然
性
輕
易
、
不
修
威
儀
、
嗜
酒
好
色
、
時
或
過
度
。
著
作
郎
干
寶
常
誡
之
曰
、
此
非
適
性
之
道
也
。
璞
曰
、
吾
所
受
有
本
限
、

用
之
恒
恐
不
得
盡
、
卿
乃
憂
酒
色
之
爲
患
乎
。

 
 

︙
︙
然
る
に
性
は
軽
易
に
し
て
、
威
儀
を
修
め
ず
、
酒
を
嗜
み
色
を
好
む
こ
と
、
時
に
或
い
は
度
を
過
ぐ
。
著
作
郎
干
宝
常か
つ

て

之
を
誡
め
て
曰
く
、
此
れ
性
に
適
す
る
の
道
に
非
ざ
る
な
り
と
。
璞
曰
く
、
吾
が
受
く
る
所  

本
限
有
り
て
、
之
を
用も

っ
て
恒
に

尽
く
す
を
得
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐
る
。
卿  

乃
ち
酒
色
の
患
を
為
さ
ん
こ
と
を
憂
ふ
る
か
。

と
記
す
も
の
で
あ
る
。
軽
薄
な
性
格
で
た
び
た
び
遊
蕩
の
度
が
過
ぎ
た
郭
璞
を
干
宝
が
諫
め
た
と
こ
ろ
、
自
分
は
思
う
さ
ま
人
生
を
全

う
し
た
い
、
と
述
べ
た
や
り
と
り
で
あ
る
。

こ
の
記
事
は
郭
璞
が
没
す
る
数
年
前
、
前
章
で
述
べ
た
明
帝
が
未
だ
皇
太
子
で
あ
っ
た
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
郭
璞
が
干
宝
の

忠
告
に
上
記
の
よ
う
に
述
べ
た
の
も
、
或
い
は
自
分
の
死
期
を
察
し
た
事
か
ら
来
る
の
か
も
し
れ
な
い（
６
）。
一
方
干
宝
も
『
晋
書
』
に
お

け
る
彼
の
事
跡
か
ら
は
郭
璞
と
の
こ
れ
以
上
の
交
流
を
見
い
だ
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
前
章
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
二
人
は
同
じ

作
著
佐
郎
に
就
い
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
干
宝
が
『
捜
神
記
』
を
編
纂
す
る
際
、
そ
の
取
材
源
と
し
て
郭
璞
か
ら
記
事
の
も
と
と
な
る

話
を
聞
き
及
ん
で
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三　
『
捜
神
記
』
所
収
の
郭
璞
記
事

原
『
捜
神
記
』
中
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
郭
璞
記
事
は
三
則
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る（
７
）。
い
ず
れ
も
『
法
苑
珠
林
』『
太
平
広
記
』
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等
に
そ
の
出
典
を
『
捜
神
記
』
と
明
記
し
て
記
載
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
中
に
は
『
晋
書
』
郭
璞
伝
に
同
様
の
故
事
が
伝
え
ら
れ
る
も
の

も
あ
る
。
こ
れ
は
、
郭
璞
伝
に
限
ら
ず
『
晋
書
』
の
藍
本
と
し
て
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
晋
代
に
関
す
る
歴
史
書
（
或
い
は
『
捜
神
記
』

等
）
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る（
８
）。
以
下
、
各
記
事
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る（
９
）。

晉
永
嘉
五
年
十
一
月
、
有
偃
鼠
出
延
陵
。
郭
璞
筮
之
、
遇
臨
之
益
。
曰
此
郡
東
縣
當
有
妖
人
、
欲
搆
制
者
。
尋
亦
自
死
矣
。

 
 

晋
の
永
嘉
五
年
十
一
月
、
偃
鼠
の
延
陵
に
出
づ
る
有
り
。
郭
璞
之
を
筮
す
に
、
臨
よ
り
益
に
之
く
に
遇
う
。
曰
く
此
の
郡
の
東

県
に
当
に
妖
人
の
、
制
を
搆か
ま

へ
ん
と
欲
す
る
者
有
る
べ
し
。
尋つ

い
で
亦
た
自
ら
死
せ
ん
と
。

 

（『
法
苑
珠
林
』
巻
六
三
所
引
『
捜
神
記
』）

楊
州
別
駕
顧
球
娣
、
生
十
年
便
病
、
至
年
五
十
餘
、
令
郭
璞
筮
之
。
得
大
過
之
升
。
其
辭
曰
、
大
過
卦
者
義
不
嘉
、
塚
墓
枯
楊
無

英
華
。
振
動
遊
魂
見
龍
車
、
身
被
重
累
嬰
天
邪
。
法
由
斬
樹
殺
靈
蛇
、
非
已
之
咎
先
人
瑕
。
案
卦
論
之
可
奈
何
。
球
乃
訪
跡
其
家

事
、
先
世
曾
伐
大
樹
、
得
大
蛇
殺
之
、
女
便
病
。
病
後
有
群
鳥
數
千
迴
翔
屋
上
、
人
皆
怪
之
、
不
知
何
故
。
有
縣
農
行
過
舍
邊
、

仰
視
、
見
龍
牽
車
、
五
色
晃
爛
、
甚
大
非
常
。
有
頃
遂
滅
。

 
 

楊
州
别
駕  

顧
球
が
娣
、
生
く
る
こ
と
十
年
に
し
て
便
ち
病
し
て
、
年
五
十
余
に
至
れ
る
に
、
郭
璞
を
し
て
之
を
筮
ぜ
し
む
。
大

過
よ
り
升
に
之
く
を
得
た
り
。
其
の
辞
に
曰
く
、
大
過
の
卦
は
義  

嘉
か
ら
ず
、
塚
墓
が
枯
楊
に
英
華
無
し
。
遊
魂
振
動
し
て
龍

車
を
見
、
身
は
重
累
を
被
り
天
邪
に
嬰か

か
る
。
樹
を
斬
り
て
霊
蛇
を
殺
す
に
由
る
に
法
り
て
、
己
の
咎
に
非
ず
し
て
先
人
が
瑕

な
り
。
卦
を
案
ず
る
に
之
を
論
ず
る
も
奈
何
と
す
べ
し
と
。
球
乃
ち
跡
を
其
の
家
事
に
訪
ふ
に
、
先
世
曾
て
大
樹
を
伐
り
、
大

蛇
を
得
て
之
を
殺
す
に
、
女
便
ち
病
め
り
。
病
み
て
後  
群
鳥
数
千  

屋
上
を
迴
翔
す
る
有
り
て
、
人
皆
な
之
を
怪
し
む
も
、
何

故
か
を
知
ら
ず
。
県
農
の
舍
辺
を
行
き
過
ぎ
る
有
る
に
、
仰
ぎ
て
視
れ
ば
、
龍
の
車
を
牽
き
、
五
色
晃
爛
、
甚
だ
大
に
し
て
常

に
非
ざ
る
を
見
る
。
頃
有
り
て
遂
に
滅
せ
り
。 

（『
太
平
広
記
』
巻
二
一
六
所
引
『
捜
神
記
』）

趙
固
所
乘
馬
忽
死
。
固
甚
悲
惜
之
、
問
郭
璞
。
璞
曰
、
可
遣
數
十
人
持
竹
竿
。
東
行
三
十
里
、
當
有
山
陵
林
樹
。
便
攪
打
之
、
當
有

一
物
出
、
急
抱
將
歸
。
於
是
如
璞
言
、
果
得
一
物
似
猴
。
入
門
見
死
馬
跳
梁
、
走
往
死
馬
頭
嘘
吸
其
鼻
、
馬
即
起
。
亦
不
復
見
猴
。

 
 

趙
固
の
乗
る
所
の
馬
忽
ち
死
せ
り
、
固  

甚
だ
之
を
悲
惜
し
て
、
郭
璞
に
問
へ
り
。
璞
曰
く
、
数
十
人
を
し
て
竹
竿
を
持
た
し
む

べ
し
。
東
の
の
か
た
三
十
里
を
行
け
ば
、
当
に
山
陵
林
樹
あ
る
べ
し
。
則
ち
之
を
擾み
だ

し
打
て
ば
、
当
に
一
物
の
出
る
有
ら
ん
、
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急
ぎ
抱
き
て
將
に
帰
ら
ん
。
是
に
於
い
て
璞
が
言
の
如
く
せ
ば
、
果
た
し
て
一
物
の
猴
に
似
た
る
を
得
る
。
門
に
入
り
て
死
馬

を
見
る
に
跳
梁
し
、
走
り
て
死
馬
の
頭
に
往
き
て
其
の
鼻
を
嘘
吸
す
れ
ば
、
馬
即
ち
起
て
り
。
亦
た
復
た
猴
を
見
ず
。

 

（『
藝
文
類
聚
』
巻
九
三
所
引
『
捜
神
記
』）

以
上
三
つ
の
記
事
は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
起
こ
っ
た
怪
事
件
に
対
し
て
郭
璞
が
占
術
を
用
い
て
そ
の
原
因
、
も
し
く
は
解
決
策
を

述
べ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
事
件
の
起
こ
っ
た
時
期
は
、
一
つ
目
の
鼠
に
纏
わ
る
記
事
は
西
晋
末
の
永
嘉
五
年
（
三
一
一
年
）、
則
ち

西
晋
の
末
年
で
あ
る
。
二
つ
目
の
事
件
に
関
し
て
も
、
依
頼
者
の
顧
球
は
元
帝
の
建
武
元
年
（
三
一
七
年
）
に
没
し
て
い
る
こ
と
か
ら（

（1
（

、

そ
れ
以
前
、
則
ち
西
晋
末
期
な
い
し
東
晋
王
朝
成
立
後
間
も
な
い
時
期
に
属
す
る
記
事
だ
と
考
え
ら
れ
、
三
つ
目
の
趙
固
の
記
事
も
、

『
晋
書
』
郭
璞
伝
に
彼
が
長
江
を
渡
り
南
へ
逃
れ
る
前
の
事
件
と
し
て
、
よ
り
詳
細
な
記
事
が
見
え
る（

（1
（

こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ら
原
『
捜
神

記
』
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
郭
璞
故
事
が
、
い
ず
れ
も
東
晋
王
朝
以
前
（
或
い
は
直
後
）
に
起
き
た
事
件
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の

で
あ
る
。

上
述
の
『
捜
神
記
』
郭
璞
故
事
が
す
べ
て
東
晋
王
朝
成
立
前
後
だ
と
す
れ
ば
、
記
事
が
『
捜
神
記
』
に
収
録
さ
れ
る
経
緯
も
自
ず
と

限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
記
事
の
取
材
源
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、

編
者
干
宝
が
郭
璞
よ
り
直
接
、
或
い
は
第
三
者
を
介
し
て
間
接
的
に
聞
き
及
ん
だ
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
郭
璞
の

故
事
、
事
跡
に
つ
い
て
記
述
し
た
書
物
は
、『
捜
神
記
』
が
最
初
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

四　

郭
璞
故
事
の
継
承
と
『
郭
璞
別
伝
』
の
存
在

前
章
に
て
、
原
『
捜
神
記
』
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
郭
璞
故
事
が
い
ず
れ
も
東
晋
王
朝
成
立
前
後
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
『
捜

神
記
』
に
収
録
さ
れ
る
経
緯
と
し
て
編
者
干
宝
が
直
接
な
い
し
第
三
者
を
通
じ
て
書
き
記
し
た
可
能
性
を
提
示
し
た
。
本
章
で
は
、
郭

璞
の
故
事
、
な
い
し
彼
の
事
跡
が
如
何
に
し
て
伝
承
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

郭
璞
の
事
跡
を
記
す
書
籍
の
一
つ
の
完
成
形
は
言
う
ま
で
も
無
く
唐
修
『
晋
書
』
郭
璞
伝
で
あ
り
、
そ
の
藍
本
の
一
つ
と
し
て
『
捜

神
記
』
が
関
与
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
先
に
触
れ
た
。
で
は
、
前
章
に
て
述
べ
た
『
捜
神
記
』
に
所
収
さ
れ
る
郭
璞
故
事
、
或
い
は
『
晋
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書
』
郭
璞
伝
に
見
え
る
よ
う
な
彼
の
事
跡
が
記
事
と
し
て
文
字
化
さ
れ
た
の
は
『
捜
神
記
』
が
最
初
で
あ
ろ
う
か
。

当
然
な
が
ら
、『
捜
神
記
』
に
収
録
さ
れ
た
郭
璞
故
事
は
ご
く
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
或
い
は
臧
榮
緒
『
晋
書
』
百
十
一
巻
（『
隋

書
経
籍
志
に
拠
る
。
現
在
は
散
佚
）
等
の
東
晋
以
降
、
唐
修
『
晋
書
』
ま
で
に
成
立
し
た
晋
代
を
記
す
史
書
に
郭
璞
が
立
伝
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
郭
璞
没
後
、
比
較
的
早
い
時
期
に
彼
の
事
跡
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と

想
像
さ
れ
る
書
籍
が
あ
る
。
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
が
劉
宋
の
劉
義
慶
撰
の
『
世
説
新
語
』
術
解
篇
、
梁
の
劉
孝
標
注
に
残
存
す
る

『（
郭
）
璞
別
伝
』
な
る
書
物
の
佚
文
で
あ
る
。

郭
景
純
過
江
、
居
于
曁
陽
。
墓
去
水
不
盈
百
步
、
時
人
以
爲
近
水
。
景
純
曰
、
將
當
爲
陸
。
今
沙
漲
、
去
墓
數
十
里
、
皆
爲
桑
田
。

其
詩
曰
、
北
阜
烈
烈
、
巨
海
混
混
。
壘
壘
三
墳
、
唯
母
與
昆
。

（
劉
孝
標
注
）
璞
別
傳
曰
、
璞
少
好
經
術
、
明
解
卜
筮
。
永
嘉
中
海
内
將
亂
、
璞
投
策
歎
曰
、
黔
黎
將
同
異
類
矣
。
便
結
親
暱
十
餘

家
、
南
渡
江
、
居
於
曁
陽
。

 
 

郭
景
純
江
を
過
ぎ
て
、
曁
陽
に
居
る
。
墓
は
水
を
去
る
こ
と
百
歩
に
盈
た
ざ
る
に
、
時
人
以
っ
て
水
に
近
し
と
為
す
。
景
純
曰

く
、
将
に
当
に
陸
と
為
る
べ
し
。
今  
沙
漲
り
、
墓
を
去
る
こ
と
数
十
里
、
皆
な
桑
田
と
為
る
。
其
の
詩
に
曰
く
、
北
阜
烈
烈
に

し
て
、
巨
海
混
混
た
り
。
壘
壘
た
る
三
墳
、
唯
だ
母
と
昆
と
の
み
と
。

 
 （

劉
孝
標
注
）（
郭
）
璞
別
伝
に
曰
く
、
璞  
少
き
よ
り
経
術
を
好
み
、
卜
筮
に
明
解
な
り
。
永
嘉
中  

海
内  

将
に
乱
れ
ん
と
す
る

に
、
璞
策
を
投
じ
て
歎
じ
て
曰
く
、
黔
黎
将
に
異
類
と
同
じ
か
ら
ん
と
す
る
か
と
。
便
ち
親
暱  

十
余
家
と
結
し
て
、
南
の
か
た

江
を
渡
り
、
曁
陽
に
居
る
。

こ
れ
は
、
郭
璞
が
母
の
喪
に
服
し
て
い
た
際
の
記
事
で
あ
り
、「
術
解
篇
」
の
名
が
示
す
と
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
郭
璞
の
予
言
（
恐
ら

く
は
彼
の
得
意
と
し
た
占
術
）
が
的
中
し
た
事
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
附
さ
れ
た
劉
孝
標
注
に
お
い
て
は
、
そ
の
経

緯
と
し
て
郭
璞
が
長
江
を
渡
り
曁
陽
（
現
在
の
江
蘇
省
江
陰
市
）
に
移
り
住
ん
だ
の
は
永
嘉
の
乱
を
逃
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
郭
璞
が
南
に
遷
る
経
緯
を
記
し
た
も
の
と
し
て
『
郭
璞
別
伝
』
な
る
書
物
が
こ
こ
で
引
用
さ
れ

て
い
る
の
こ
と
あ
る
。

こ
の
『
郭
璞
別
伝
』
は
『
隋
書
』
経
籍
志
に
も
そ
の
名
が
見
え
ず
、
早
く
に
散
佚
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
「
別
伝
」
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と
い
う
形
式
で
あ
る
。
則
ち
、
個
人
の
事
跡
を
単
行
の
形
式
で
著
し
た
と
思
わ
れ
る
「
別
伝
」
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
形
で
『
管
輅
別
伝
』

『
華
佗
別
伝
』
等
が
『
三
国
志
』
裴
松
之
注
に
散
見
さ
れ
、
し
か
も
『
管
輅
別
伝
』
の
著
者
は
そ
の
弟
管
辰
で
あ
り
（『
隋
書
』
経
籍
志
）、

単
行
本
と
し
て
の
個
人
の
列
伝
が
、
記
さ
れ
る
人
物
に
比
較
的
近
い
人
物
に
よ
っ
て
編
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
視
点
に
立
っ
て
『
郭
璞
別
伝
』
の
著
者
、
或
い
は
成
立
年
代
を
考
え
る
な
ら
、
そ
れ
も
ま
た
郭
璞
が
没
し
て
さ
ほ
ど
時
間
を
経

な
い
う
ち
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
仮
に
こ
の
書
物
が
郭
璞
没
後
比
較
的
早
い
段
階
、
干
宝
が
存
命
し
て

い
た
時
期
に
成
書
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
『
捜
神
記
』、
あ
る
い
は
こ
の
時
期
の
諸
官
の
編
纂
し
た
史
書
に
記
事
を
提
供
す

る
こ
と
と
な
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
干
宝
、
郭
璞
の
経
歴
と
原
『
捜
神
記
』
所
収
と
考
え
ら
れ
る
郭
璞
記
事
を
軸
と
し
て
、
両
者
の
史
書
編
纂
事
業
に
お
け
る
立

場
、
及
び
郭
璞
記
事
の
伝
承
経
路
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

『
捜
神
記
』
の
成
書
過
程
に
つ
い
て
、
小
南
一
郎
氏
は
か
つ
て
そ
の
取
材
源
と
し
て
中
下
級
官
僚
階
層
に
よ
る
「
語
り
の
場
」
で
の
話

題
提
供
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た（

（1
（

。『
捜
神
記
』
の
編
纂
に
、
小
南
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
な
当
時
の
社
会
背
景
が
存
在
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
干
宝
の
「
史
官
」
と
い
う
立
場
、
さ
ら
に
は
『
捜
神
記
』
中
に
は
『
漢
書
』
五
行
志
等
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く

の
書
籍
か
ら
の
引
用
が
見
え
る
事
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
の
構
成
要
素
と
し
て
、
書
物
引
用
も
ま
た
記
事
の
来
源
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る

要
素
な
の
で
あ
る
。

郭
璞
の
よ
う
な
個
人
が
主
人
公
と
な
る
記
事
（
例
え
ば
管
輅
の
故
事
は
『
太
平
広
記
』
巻
三
五
九
に
『
捜
神
記
』
記
事
と
し
て
見
え

る
）
の
『
捜
神
記
』
へ
の
伝
承
経
路
と
し
て
、
上
述
の
よ
う
な
個
人
の
列
伝
等
を
も
干
宝
が
参
照
し
た
可
能
性
は
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
経
路
に
お
い
て
、『
郭
璞
別
伝
』
等
の
書
物
は
そ
う
い
っ
た
記
事
か
ら
記
事
へ
の
伝
承
を
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
た
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。
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（
1
）  

郭
璞
の
経
歴
と
作
品
、
及
び
そ
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
に
興
膳
宏
「
詩
人
と
し
て
の
郭
璞
」（『
中
国
文
学
報
』
第
十
九
冊
、

京
都
大
学
文
学
部
中
国
文
学
会
、
一
九
六
三
年
。
の
ち
『
乱
世
を
生
き
る
詩
人
た
ち
―
六
朝
詩
人
論
―
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
一
年

に
所
収
）
が
あ
る
。
ま
た
、
郭
璞
の
諸
作
品
を
よ
り
詳
細
に
分
析
し
た
も
の
と
し
て
佐
竹
保
子
『
西
晋
文
学
論
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二

年
）、
大
平
幸
代
「
霊
妙
な
る
長
江
―
郭
璞
「
江
賦
」
の
表
現
と
世
界
認
識
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
五
号
、
二
〇
〇
三
年
）
等
が

あ
る
。
郭
璞
に
よ
る
『
山
海
経
』
注
釈
に
着
目
し
た
研
究
と
し
て
、『
山
海
経
図
賛
』
お
よ
び
『
山
海
経
』
注
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
に
松
浦

史
子
『
漢
魏
六
朝
に
お
け
る
『
山
海
経
』
の
受
容
と
そ
の
展
開
―
神
話
の
時
空
と
文
学
・
図
像
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
が
あ
る
。

（
2
）  

『
晋
書
』
巻
八
二
・
王
隠
伝
に
「
太
興
初
、
典
章
稍
備
。
乃
召
隱
及
郭
璞
俱
爲
著
作
郎
、
令
撰
晉
史
（
太
興
初
め
、
典
章
稍よ

う
や
く
備
わ
れ

り
。
乃
ち
（
王
）
隠
及
び
郭
璞
を
召
し
て
倶
に
著
作
郎
と
為
す
）」
と
あ
り
、
王
隠
と
郭
璞
が
同
じ
く
史
官
と
し
て
登
用
さ
れ
た
こ
と
が
分

か
る
。

（
3
）  

汲
冢
書
の
発
見
、
及
び
当
時
の
学
術
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫
「
汲
冢
書
発
見
前
後
」（『
東
方
学
報
』
第
七
一
冊
、
京
都
大
学
人
文
科

学
研
究
所
、
一
九
九
九
年
）、
小
沢
賢
二
「
汲
冢
竹
書
再
考
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
二
号
、
大
阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
、
二
〇
〇
六

年
）
に
詳
し
い
。

（
4
）  

郭
璞
が
注
を
附
し
た
と
さ
れ
る
書
籍
に
つ
い
て
は
『
隋
書
』
経
籍
志
を
参
照
。
な
お
、
同
書
の
集
部
総
集
類
に
「
梁
有
郭
璞
注
子
虛
上

林
賦
一
卷
」
と
あ
り
、
現
行
の
『
文
選
』
巻
七
・
八
「
子
虚
賦
」「
上
林
賦
」
に
も
郭
璞
注
が
引
用
さ
れ
る
。

（
5
）  

干
宝
と
王
隠
の
関
係
に
つ
い
て
は
拙
稿
「『
捜
神
記
』
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
―
淳
于
智
故
事
を
例
と
し
て
―
」（『
中
国
文
学
論

集
』
第
三
九
号
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
一
〇
年
）
に
て
言
及
し
た
。

（
6
）  

『
晋
書
』
郭
璞
伝
に
「
初
、
璞
每
言
殺
我
者
山
宗
。
至
是
果
有
姓
崇
者
構
璞
於
敦
。
︙
︙
初
、
璞
中
興
初
行
經
越
城
間
、
遇
一
人
。
呼
其

姓
名
、
因
以
袴
褶
遺
之
。
其
人
辭
不
受
。
璞
曰
、
但
取
、
後
自
當
知
。
其
人
遂
受
而
去
。
至
是
、
果
此
人
行
刑
（
初
め
、
璞  

毎
に
我
を
殺

す
者
は
山
宗
と
言
ふ
。
是
に
至
り
て
果
た
し
て
崇
を
姓
と
す
る
者
有
り
て
璞
を
（
王
）
敦
に
構
す
。
︙
︙
初
め
、
璞
中
興
の
初
め
、
行
き

て
越
城
の
間
を
経
、
一
人
に
遇
ふ
。
其
の
姓
名
を
呼
び
て
、
因
り
て
袴
褶
を
以
て
之
に
遺
る
。
其
の
人
辞
し
て
受
け
ず
。
璞
曰
く
、
但
だ

取
れ
、
後
自
ず
か
ら
当
に
知
る
べ
し
と
。
其
の
人
遂
に
受
け
て
去
れ
り
。
是
に
至
り
て
、
果
た
し
て
此
の
人
刑
を
行
へ
り
）」
と
。
自
ら
を
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処
刑
す
る
運
命
の
人
物
に
衣
を
渡
す
と
い
う
こ
の
故
事
は
『
北
堂
書
鈔
』
巻
一
二
九
、『
太
平
御
覧
』
巻
七
二
八
所
引
『
続
捜
神
記
』
等
に

も
見
え
る
。

（
7
）  
原
『
捜
神
記
』
に
収
録
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
の
判
断
は
李
剣
国
『
新
輯
捜
神
記
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
考
と
し
た
。
二

〇
巻
本
『
捜
神
記
』
に
お
い
て
は
巻
三
に
四
則
見
え
る
が
、
う
ち
二
則
（
巻
三
第
六
一
、
六
四
則
）
は
『
藝
文
類
聚
』
を
は
じ
め
と
す
る

諸
類
書
に
『
捜
神
記
』
の
記
事
と
し
て
は
引
用
さ
れ
な
い
。
明
代
に
二
〇
巻
本
『
捜
神
記
』
が
再
輯
さ
れ
た
際
に
増
補
さ
れ
た
偽
文
と
考

え
ら
れ
る
。
李
剣
国
前
掲
本
も
同
様
の
見
解
を
示
す
。

（
8
）  

『
捜
神
記
』
と
歴
史
書
、
特
に
『
晋
書
』『
漢
書
』
五
行
志
等
に
見
え
る
災
異
記
事
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
と
し
て
、
河

野
貴
美
子
「『
捜
神
記
』
の
語
る
歴
史
―
史
書
五
行
志
と
の
関
係
―
」（『
二
松
』
第
十
六
号
、
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、

二
〇
〇
二
年
）
が
あ
る
。

（
9
）  

『
晋
書
』
等
に
み
え
る
郭
璞
に
纏
わ
る
故
事
を
中
心
と
し
て
郭
璞
像
の
形
成
に
つ
い
て
考
察
し
た
先
行
研
究
と
し
て
、
大
平
幸
代
「「
郭

璞
」
説
話
の
形
成
」（『
中
国
文
学
報
』
第
五
九
冊
、
京
都
大
学
文
学
部
中
国
文
学
会
、
一
九
九
九
年
）
が
あ
る
。

（
10
）  

『
晋
書
』
元
帝
紀
、
建
武
元
年
に
「
七
月
、
散
騎
侍
郎
朱
嵩
、
尚
書
郎
顧
球
卒
。
帝
痛
之
、
將
爲
舉
哀
。
︙
︙
（
七
月
、
散
騎
侍
郎
朱

嵩
、
尚
書
郎
顧
球
卒
す
。
帝  

之
を
痛
み
、
将
に
為
に
挙
哀
せ
ん
と
す
。
︙
︙
）」
と
。

（
11
）  

『
晋
書
』
郭
璞
伝
に
み
え
る
郭
璞
が
趙
固
の
馬
を
生
き
返
ら
せ
た
話
は
以
下
の
通
り
。
な
お
、
こ
れ
と
同
系
統
と
思
わ
れ
る
記
事
が
『
太

平
御
覧
』
巻
八
九
七
所
引
『
続
捜
神
記
』
に
も
見
え
る
。

 
 

 

會
固
所
乘
良
馬
死
、
固
惜
之
、
不
接
賓
客
。
璞
至
、
門
吏
不
爲
通
。
璞
曰
、
吾
能
活
馬
。
吏
驚
入
白
固
。
固
趨
出
曰
、
君
能
活
吾
馬
乎
。

璞
曰
、
得
健
夫
二
三
十
人
、
皆
持
長
竿
、
東
行
三
十
里
、
有
丘
林
社
廟
者
。
便
以
竿
打
拍
、
當
得
一
物
。
宜
急
持
歸
。
得
此
、
馬
活
矣
。

固
如
其
言
、
果
得
一
物
似
猴
。
持
歸
、
此
物
見
死
馬
、
便
噓
吸
其
鼻
。
頃
之
馬
起
、
奮
迅
嘶
鳴
、
食
如
常
。
不
復
見
向
物
。
固
奇
之
、

厚
加
資
給
。

（
12
）  

小
南
一
郎
「
干
宝
「
捜
神
記
」
の
編
纂
（
下
）」（『
東
方
学
報
』
第
七
十
冊
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
八
年
）


